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１．福井平野東縁断層帯の概要とこれまでの主な調査研究 

 福井平野東縁断層帯は，福井平野の東部から日本海沿岸にかけて分布する活

断層帯であり，ほぼ南北方向に並走する複数の断層からなる．これらの断層は，

松田（1990）の起震断層の定義に基づき，福井平野東縁断層帯主部と 1948 年福

井地震の震源断層の主断層である福井平野東縁断層帯西部に区分される． 

 福井平野東縁断層帯主部は，石川県加賀市沖合の海域から，福井県あわら市，

坂井郡丸岡町，松岡町及び福井市を経て，足羽（あすわ）郡美山町まで，概ね

南北に延びる断層帯である．長さは約 45 km で，左横ずれかつ東側隆起の逆断

層である．福井平野東縁断層帯西部は，1948 年（昭和 23 年）福井地震の震源断

層の主断層で，福井県坂井郡三国町沖合の海域から，あわら市などを経て福井

市まで，概ね北北西－南南東に延びる断層である．長さは約 33 km で，左横ず

れが卓越し，中部から北部では東側隆起成分，南部では西側隆起成分を伴うと

考えられている．本断層帯は，陸域では並行する 2 列の断層からなり，東側に

は平地と山地の境界付近に剣ヶ岳（けんがだけ）断層が延び，その西側 1-4 km

の範囲には，見当山（けんとうやま）断層，細呂木（ほそろぎ）断層，瓜生（う

りゅう）断層，篠岡断層及び松岡断層が分布する（図 1）．また，海上保安庁海

洋情報部（2004）によれば，日本海沿岸まで延びる見当山断層の北北東延長上

約 8 km の沖合に，南北に延びる東側隆起の断層の存在が推定されており，本断

層帯が海域に延長する可能性が高い． 

 福井平野では 1948 年に福井地震が発生し，多数の被害を生じさせた．その際

に生じた亀裂や地割れに関しては，宮部ほか（1949），加藤ほか（1949）や小笠

原（1949a）が詳細な現地調査を実施しているが，明瞭な地表地震断層の出現は

認められていない．これに対し，小笠原（1949b）は福井平野の東部で認められ

た家屋倒壊率と噴砂・地裂分布の顕著な急変線を深部断層の活動結果とみなし，

２つの逆断層型断層の存在を推定している．また，永田・岡田（1949），地理調

査所（1949），武藤・奥田（1949），那須・川島（1949），Nasu（1950a）により，

福井地震後に水準点・三角点の測量調査が実施され，那須（1949）及び Nasu

（1950b）は，その結果見出された地形変動の不連続を基に，長さ 27 km の亀裂

帯を生じさせた伏在断層の存在を指摘した．その他，多田（1970）によっても

同様に伏在断層の存在の指摘が行われている．活断層研究会編（1980，1991）

は，これらの既往調査結果に基づき，「福井地震断層」と「福井東側地震断層」

を図示した． 

 また，「福井地震断層」を横切って実施された各種の物理探査の成果報告とし
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ては，吉川（1949），竹内ほか（1983），古川ほか（1984），天池ほか（1984），

Amaike（1987），Takeuchi（1989），天池・竹内（1989），井上ほか（1996），福井

県（1998）などがある． 

 一方，福井平野とその東方の越前加賀山地との境界付近には，主に地形・地

質学的調査手法に基づいて，活断層研究会編（1980，1991），池田ほか編（2002），

中田・今泉編（2002）などにより断層が図示されている．最近，これらを対象

とした地形地質調査が，福井県（1998，1999），石山ほか（1998），廣内（1998a，

b，2003），廣内・安江（2001）により実施され，断層帯の特性に関する幾つか

の知見が得られている．これら結果によれば，福井平野東縁断層帯主部での，

平均上下変位速度は 0.2-0.5 m／千年もしくはそれ以上の可能性があるとされる．

また本断層帯における過去の活動時期に関する知見は，1948 年福井地震を除い

ては得られていない． 
 

２．調査結果 

 本調査では，福井平野東縁断層帯主部における過去の活動時期の解明，変位

量，変位速度等資料の取得を目的として，トレンチ掘削調査，ピット調査，ボ

ーリング調査，地形測量調査等を実施した（図 1）．地形測量調査は，米軍撮影

約 1 万分の１航空写真を用いて，写真測量を実施し，人工改変によって消失し

た変動地形を復元した上で地形断面を作成し，変位量を計測した．絶対標高値

は，1:2500 都市計画図から改変を受けていない独立標高点の値を取得し基準点

としている． 

 活動時期の解明を目的としたトレンチ調査，ピット調査を，瓜生断層中川地

区，剣ヶ岳断層野中山王（のなかさんのう）地区，剣ヶ岳断層女形谷（おなが

たに）地区の３箇所で実施した．そのほか年代測定試料採取用ピットを６箇所，

ボーリング調査を 2 箇所実施している．また累積変位量や平均変位速度の解明

を目的とした群列ボーリング調査を，瓜生断層の北～中川～椚地区と，松岡断

層の重立～吉野堺地区の 2 箇所で実施した． 

 

（１）瓜生断層，中川地区におけるトレンチ調査結果 

 中川地区は福井平野東縁断層帯を構成する瓜生断層の北部，あわら市北東部

に位置する．瓜生断層は，新第三系からなる丘陵と平野の境界をほぼ南北方向

に走る東側隆起の断層である．中川地区（図 2）は東から流下する権世（ごんぜ）

川が丘陵を横切る地点に位置し，丘陵西縁を走る瓜生断層によって隆起した丘
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陵を権世川が先行谷として開析し，谷底には河成段丘面（Lf2 面，Lf3 面）（廣内，

2003）が認められる．権世川が断層を横切る地点からは，Lf2 面構成層より新し

い堆積物が断層低下側に供給されることで，断層崖は南へ向かって不明瞭にな

る． 

中川地区において実施したトレンチ調査地点は，Lf2 面を横切る低断層崖延長

部を東西に横切る形で掘削した．また断層低下側の地形面構成層を確認するた

めに，ボーリング（NGT-1）を実施した．トレンチ壁面のスケッチを（図 3）に

示す．トレンチ壁面最下部には，Lf2 面を構成する砂礫層（K 層）が分布し，そ

の上位に細粒なシルト層や砂層が連続する．これら地層を断ち切るように，走

向 N5°E,80°E～90°の高角な断層と，これから派生した低角の断層が出現した．

変位の向きは，上下方向が東側隆起を示す．また北側壁面を北方向へ一部水平

掘削した結果，礫層（K 層）の再配列が認められることから，変位量は不明で

あるが，左横ずれの水平変位を持つことがあきらかである（図 4）． 

本トレンチでは地層と断層の切断，被覆関係に基づいて，過去 2 回の地震イ

ベントを認定した．各地層の年代測定結果は表１に示す通りである． 
 

 最新活動時期 

 今回認められた最新活動は，S，N両壁面において，E層までを変位させ，C層

に覆われるイベントである．N壁面におけるD層は，断層低下側を埋める地層に

も見えるが，層厚にムラがあり，変位を被っているのかどうか判定が難しい．

上位のC層はN面上昇側のC層と比較しても，上下変位は見られないことから，

最新活動以降に堆積した地層である．確実に変位を受ける地層のうち最も上位

にあたるE層から得られたC14年代測定値のうち，最も古い値は 3070±40yr.B.P.

（B.C.1395-B.C.1310）である．一方，断層を覆うC層の年代のうち最も新しいも

のは，2780±40yr.B.P.（B.C.1000-B.C.850）であった．したがって，瓜生断層の最

も新しい活動は，約 3000 年前以降，約 2700 年前以前となる．C層より上位は，

チャネル堆積物のB層や客土のA層が分布するため，これ以降の活動を認定する

ことはできないが，歴史地震との対比を考えると，これが最新活動と考えられ

る．また本地点は 1948 年福井地震発生当時，旧役場が立地した場所であり，A

層は役場造成時に客土された可能性が高い．このA層は断層変位を一切被ってい

ないことから，1948 年福井地震時には地表変位は認められず，したがった瓜生

断層は活動していないと判断できる． 
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 一つ前の活動時期 

壁面下部に見られる H 層は，礫混じりの腐植質層で，断層低下側にのみ分布

している（上位の G 層も礫混じりの腐植質シルト層で，断層低下側の層厚が厚

いが，上昇側は C 層に侵食された可能性がある）．また下位の J 層は断層の両側

に認められ，その上面の上下方向の変位量約 2m は，G 層基底面の上下変位量約

1m 弱よりも有意に大きい．このことから，一つ前の活動は，J 層堆積以降，H

層堆積以前と考えられる．H 層の年代のうち若いものは 8800±50yr.B.P.

（B.C.7970-B.C.7740）である．またトレンチ溝のすぐ隣で掘削したボーリング

（NGT-1）コアの H 層から得られた年代は，8250±40yr.B.P.（B.C.7340-B.C.7180）

である（図 5）．一方 J 層から年代値が得られなかったが，下位の K 層からは

10840±50yr.B.P.（B.C.10920-B.C.10870）の年代が得られた．このことから，一つ

前の地震イベント発生時期は，約 11000 年前以降，約 8200 年前以前と考えられ

る． 

また最新活動と一つ前の活動との間に地層の欠落は無く，イベントの見落と

しもない．地震の発生が等間隔で起こっていると仮定した場合の瓜生断層の活

動間隔は，およそ 5200 年～8300 年程度と推定される． 
 

（２）瓜生断層，北～中川～椚地区における地形測量調査とボーリング調査 

 中川地区において瓜生断層の低崖を横切る測線に沿って計測した地形断面を

図 6 に示す．Nakagawa-1～3 測線では，Lf2 面において，東側隆起約 2.8m 以上

～3.9m の変位を認定した．一方測線東側では西側隆起の逆向き低崖を境に Lf2

面で約 2.7m 以上の変位が認められる． 

ところで，トレンチ基底の K 層は Lf2 面構成層である．同層の上下変位量は

トレンチ・ボーリングからみて約 2m である（直上の J 層とほぼ同じ量）．一方，

ほぼ同地点をよこぎる地形断面（nakagawa-2,nakagawa-3）からわかる Lf2 面の上

下変位量は，先述のとおり 3.9m，3.3m である．したがって同地域では，断層面

に沿った直接的な地層の変位量に加え，Lf2 面の撓曲変形量を加えて値が，断層

変位 2 回分の変位量に相当する．同様に考えると，トレンチ G 層基底に見られ

る最新活動時の上下変位量約 1 m の値も，撓曲変形を伴うと考えることが妥当

であり，実際には 1m 以上であった可能性が高い． 

 これに従って K 層の年代から Lf2 面の年代を約 10,000 年として，瓜生断層の

上下方向における平均変位速度を算出すると，0.28m 以上～0.39 m/ky 程度と見

積もられる．しかしながら水平変位量を考慮しておらず，実際の平均変位速度
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はより大きな値となる． 

 

（３）瓜生断層，乗兼地区におけるピット・ボーリング調査 

 乗兼地区では沖積面において，ボーリング調査，ピット調査，地形測量を実

施した． 

乗兼地区の地形断面測量では，沖積面に約 0.9 m の上下変位が認められる（図 6）．

ピット調査の結果，構成層より上位の細粒堆積物層中から，630±30yr.B.P.

（A.D.1295-A.D.1390）と 1420±40yr.B.P. （A.D.600-A.D.655）の 2 つの年代値が

得られた（図 7）．両年代試料の産出層序と年代値が逆転しているが，少なくと

も地形面構成層は約 1500 年前より前に形成されたと考えられる．年代試料産出

層は，局所的な堆積の可能性もあり，断層活動との関係は不明である．したが

ってここでは断層の活動時期は議論できない．  

 

（４）松岡断層，吉野堺地区におけるボーリング調査 

 変位量と活動時期の推定 

吉野堺地区（ここでは福井市重立地区，永平寺町松岡地区を含む）では，主

に荒川が形成した低位の河成段丘面（Lf2 面，Lf3 面）やこれを刻む A 面（谷底

面）が分布し，これらを東側上がりに変位させる松岡断層が分布する（図 8）．

松岡断層は東側隆起であり，断層トレースが大きく屈曲すること，横ずれ変位

を示す証拠が見られないことから，東傾斜の低角逆断層と考えられる．松岡断

層は，吉野堺地区において時代の異なる複数の地形面を変位させる．したがっ

て過去の活動時期について，地形面の形成年代や変位量から評価できると考え，

ボーリング調査，ピット調査，地形測量調査を実施した． 

 吉野堺地区に分布する地形面のうち，Lf2 面ではボーリング調査，ピット調査

の 結 果 ， 14220±60yr.B.P. （ B.C.15450-B.C.14600 ）， 16670±80yr.B.P. 

（B.C.17980-B.C.17640）（YNP2）の値が得られている．このことから Lf2 面は

約 14000 年～16000 前に形成された堆積性の段丘面と考えられる． 

Lf3 面では YN1 ボーリングの Lf3 面構成礫層最上部付近から，8390±50（B.C．

7540-B.C.7370）の年代が得られており，同様に SG-8 ボーリングでも構成層直上

のシルト層から 6700±40yr.B.P.（B.C.5660-B.C.5560）の年代が得られている．し

たがって Lf2 面を開析した Lf3 面は約 7000 年～8000 年前に形成した地形面と考

えられる． 

さらに Lf3 面を下刻する谷底面（A 面）を構成する堆積物から，3710±40yr.B.P. 
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（B.C.2200-B.C.2030）の値が得られている．従って A 面の形成年代は約 3700 年

前以降と考えられる． 

写真測量によって作成した，地形断面における松岡断層の上下変位量計測値

は，Lf2 面で，約 2.2m-2.1m（Yoshino5,8）である．一方，Lf3 面では，1.5m-1.4m

（Yoshino-2,9,10）である（図６）．さらに Lf3 面を開析する A 面の変位量も

1.6m-1.4m（Yoshino-4,6）である．このことから，Lf2 面は 2 回以上の断層変位

を被る一方，Lf3 面や谷底面はおそらく 1 回の断層変位しか被っていないものと

考えることができる．これに従って断層活動時期を推定すると，約 14000 年前

～16000 年前以降，約 7000 年～8000 年前以前に一回以上の地震活動があり，最

新活動は約 3700 年以降であった可能性が高い．ただし Lf2 面と Lf3 面，谷底面

の変位量を比較すると，おそらく Lf2 面が経験する断層活動は 2 回のみと考え

ることが妥当である． 

これら結果に基づく松岡断層の活動間隔は，約 12300 年～3300 年と推定され

るが，これは非常に大雑把な値である．さらに松岡断層が横ずれ変位を伴わな

い逆断層と仮定した場合，最新活動に伴う上下変位量は，約 1.4m-1.6m と推定さ

れる．ただし断層面の傾斜が不明なため，これらは最小の値と考えられる． 

 松岡断層吉野堺地区における上下方向の平均変位速度は，Lf2 面の年代を約

14000 年前～16000 年前，Lf3 面の年代を 7000 年前～8000 年前とし，おのおの

の変位量を Lf2 面で約 2.2m-2.1m，Lf3 面で 1.5m-1.4m として計算すると，上下

方向で約 0.2 m～0.1 m/ky 程度となる．ただし，Lf2 面では変位量 2 回分，Lf3 面

では 1 回分のみを用いた推定であり，平均変位速度としては極めて精度の低い

値である．断層面の傾斜を考慮していないため，値は最小値である． 
 

（５）その他地区における調査結果 

 剣ヶ岳断層野中山王地区でのトレンチ調査 

 野中山王地区では，Lｆ2 面を横切る東側上がりの低崖においてトレンチ調査

を実施したが，断層を確認することができなかった（図 1）．トレンチ壁面には，

完新世の薄い礫層の下位に，中位～高位段丘相当の堆積物と考えられる砂礫層

が露出した（図 9）．このことから人工改変により断層崖が後退した崖を掘削し

たものと考えられる． 

 

 剣ヶ岳断層女形谷地区でのピット調査 

 女形谷地区では，Lf3 面相当の扇状地を横切る東側上がりの低崖においてピッ
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ト溝を掘削したが，断層を確認することはできなかった（図 1）．低崖基部では

地表面を山側に切り込むように地層が欠きとられていることから，人工改変に

よる断層崖の後退により，形成された見かけの崖を掘削したものと考えられる

（図 10）．後退部分を含めて，断層崖を横切り計測した地形断面測量から，変位

量は東側上がり約 2 mである（図 6）．女形谷ピットより，地形面構成層の下位

から得られた 14C 年代測定値は， 7060±40yr.B.P. （ B.C.5995-B.C.5900 ），

9080±50yr.B.P.（B.C.8315-B.C.8245）であった．したがって女形谷の扇状地面は，

約 7000 年前以降に形成されたものと考えられる．水平変位の有無はわからない

が，上下変位量と扇状地の形成年代から，上下方向の平均変位速度を算出する

と，0.3 m/ky以上となる． 
 

 

３．まとめ 

 ３．１ 断層帯の位置及び形態 

（１）断層帯を構成する断層 

 加賀市沖の断層，剣ヶ岳断層，見当山断層，細呂木断層，瓜生断層，篠岡断

層，松岡断層からなる． 

 

（２）断層面の位置・形状 

瓜生断層において，ほぼ垂直の断層面を確認した（中川トレンチ） 

松岡断層において，活断層線の大きな屈曲等を根拠に，低角逆断層を推定した． 

 

（３）変位の向き 

 従来逆断層と考えられていた瓜生断層において，中川地区におけるトレンチ

掘削調査において認められた礫の再配列から，左横ずれ変位が認められた． 

 

 

 ３．２ 断層帯の過去の活動 

（１）平均変位速度 

（地形面が若く1回ないしは2回の断層活動による変位量のみから算出するた

め，数値の誤差は極めて大きいことが前提となる） 

 

瓜生断層 中川地区：0.28m 以上～0.39 m/ky 以上（水平変位を考慮せず） 
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   剣ヶ岳断層 女形谷地区：0.3 m/ky 以上（水平変位を考慮せず） 

   松岡断層 吉野堺地区：0.1 m～0.2 m/ky（上下成分のみ） 

 

（２）活動時期 

   瓜生断層：約 3000 年前以降，約 2700 年前以前 

約 11000 年前以降，約 8200 年前以前 

   松岡断層：最新活動は約 3700 年前以降 

        約 14000 年前～16000 年前以降，約 7000 年前～8000 年前以前 

 

（３）１回の変位量 

約 1m 以上（瓜生断層，上下成分のみで撓曲量を評価できていない．左横

ずれ量も不明なため最小値） 

1.4-1.6m 以上（松岡断層を逆断層と仮定，上下成分のみで，断層の傾斜が

不明なため最小値） 

 

（４）活動間隔 

   瓜生断層：約 8300 年～5200 年 

松岡断層：約 12300 年～3300 年 

 

（５）活動区間 

瓜生断層中川地区と松岡断層吉野堺地区の活動時期に関する資料に基

づくと，最新活動，ならびに一つ前の活動は両地点が同時に活動した可

能性がある． 

 

（調査担当：廣内大助，吉岡敏和） 
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図 表 

 

表 1 福井平野東縁断層帯のまとめ． 

 

表 2 14C年代の表． 

 

表 3 断層の諸データ． 

 

 

図 1 福井平野東縁断層の位置と調査地点． 

   国土数値情報 50mDEM から GMT を用いて作成．コンターは 50m 間隔． 

 

図 2 中川地区の調査位置と地形面区分図． 

 

図 3 中川トレンチの壁面スケッチ． 

 

図 4 中川トレンチ平面掘りスケッチ． 

写真：中川トレンチの N 面から北側に水平方向に掘り込み，上部から変

形構造を観察． 

 

図 5 ボーリング柱状図． 

 

図 6 地形断面図． 

   米軍撮影 1 万分の 1 航空写真を標定し，復元した地形から断面を取得． 

 

図 7 ピット柱状図． 

 

図 8 吉野堺地形面区分図． 

 

図 9 野中山王トレンチのスケッチ． 

   地層がフラットに続く．人工改変により後退した崖を掘削したものと考

えられる． 
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図 10 女形谷ピットのスケッチ． 

   人工改変により後退した崖を掘削したものと考えられる． 

 

図 11 図 11 断層活動の時系列図． 

 

図 12（参考）中川，吉野堺の群列ボーリング柱状図． 
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吉野堺ボーリング

表 1　福井平野東縁断層帯のまとめ．



表 2　14C 年代の表．



表 3　断層の諸データ．
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図 4　中川トレンチ平面掘りスケッチ．写真：中川トレンチの N 面から北側に

水平方向に掘り込み，上部から変形構造を観察．
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図 11　断層活動の時系列図．
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